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他の社会保障制度（医療・介護・障害）による
サービス提供の仕組み

（給付の必要性・量の判断・それに応じた受給権）
○ 他の社会保障制度（医療・介護・障害）においては、
・ 診察に当たる医師又は行政（市町村）が給付の必要性・量の判断を行い、
・ 利用者は、当該判断の範囲内におけるサービス利用について、保険者又は行政（市町村）から給付を
受ける権利を有しており、基準を満たした保険医療機関又は指定事業者からサービス提供を受ける

仕組みとなっている。

（公定価格）
○ なお、サービス費用については、公定価格となっており、保険者・市町村による給付は、（利用者に代理して）保

険医療機関又は指定事業者が請求・受領する形式。
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① 給付の必要
性・量に係る認
定申請

③ サービス提供
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契約関係

② 認定

→サービス費の
受給権

⑥ 診療の委託・報酬
の支払い（医療）

又は

事業者が利用者に代
理して受領（介護・障
害）

⑤ 報酬の請求(介
護・障害の場合、
利用者に代理し
て請求)

④ 利用者負担の支払い（費用の一定割合）

都道府県等による指定・指導監督や事
業計画による基盤整備 等

(※介護・障害のみ)


